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4面掲載
・ 

萩
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

・ 

イ
ベ
ン
ト
情
報

赤
十
字
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
成
体
験
や
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
「
秋
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
第
２
弾
」
で
は
、
毎
日
先

着
30
人
に
「
ハ
ー
ト
ラ
ち
ゃ

ん
」
の
焼
き
菓
子
が
進
呈
。

土
曜
は
ペ
ア
（
カ
ッ
プ
ル
、

家
族
、
友
達
な
ど
）
で
の
来

場
者
に
お
菓
子
が
、
平
日
と

祝
日
に
は
全
員
に
ハ
ー
ゲ
ン

ダ
ッ
ツ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

　
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

「
や
ま
ぐ
ち
献
血
ル
ー
ム 

Ｆ

ｏ
ｒ
　
ｙ
ｏ
ｕ
」（
野
田
）

で
、「
赤
十
字
ふ
れ
あ
い
ミ

ニ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ

る
。
日
時
は
16
日（
土
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

で
、
来
場
す
る
と
〝
ほ
く
ほ

く
〞
の
焼
き
芋
と
赤
十
字
限

定
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
が
も
ら

え
る
。

　
無
料
で
体
験
で
き
る
「
秋

色
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」（
所
要
時
間
約
40

分
、
先
着
48
人
）
は
、
午
前

と
午
後
に
各
３
回
実
施
。
講

師
は
フ
ラ
ワ
ー
ズ
ス
ペ
ー
ス

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
（
山
口
市
宮

野
下
）
の
沓
野
優
紀
さ
ん

で
、
松
ぼ
っ
く
り
や
秋
の
花

を
素
材
に
作
成
す
る
。
参
加

は
予
約
優
先
（

０
１
２
０

－

４
５
６
１
２
２
）。
す
で

に
午
後
の
２
回
分
は
受
け
付

け
終
了
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

に
は
「
子
ど
も
用
救
護
服
の

試
着
」「
親
子
で
救
急
法
体

験
」「
ビ
ー
ズ
で
遊
ぼ
う
」

「
ハ
ー
ト
ラ
ち
ゃ
ん
塗
り

絵
」「
防
災
ク
イ
ズ
」「
け
ん

け
つ
の
お
は
な
し
上
映
」
な

ど
、
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

当
日
献
血
す
る
と
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
と
日
本
赤
十
字
社

の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ハ

ー
ト
ラ
ち
ゃ
ん
」
の
お
菓
子

が
も
ら
え
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
赤

十
字
社
山
口
県
支
部
　（
☎
０

８
３

－

９
２
２

－

０
１
０

２
）
へ
。

　
な
お
、
同
所
で
は
献
血
し

た
人
対
象
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
展
開
中
。
30
日（
土
）
ま
で

16日辰村 正人さん

第８回

Q.  山口市へ移住した経緯を教えてください。
A.  島根県で産婦人科医を開業していた父親の影響で私も
同じ道へ進みました。しかし、その大変さを知る父親の方
針もあって私は大学病院に残り、弟が内科医として父の病
院を継ぎました。その時の教授の推薦で、山口赤十字病院
に勤務することになり、移住しました。
Q.  山口市の住みやすいと思った点は？
A.  天候が良く、素直で親切な人が多い点です。道路幅が
広く、県庁所在地の割に土地が安いことも魅力です。
Q.  山口市に来て始めた趣味や活動などは？
A.  島根県で育ったので、竹島を身近な問題ととらえ、以
前から国防に関心がありました。山口市で「自衛隊協力
会」に入会し、活動を支援・協力しています。
Q.  山口市にはいつまでお住まいの予定ですか？
A.  永住です。第２の故郷が第１の故郷になりました。

1950 年鳥取県生まれ島根県育ち。
鳥取大医学部卒業後、同学部産婦
人科教室に勤務。92 年、山口赤
十字病院へ産婦人科部長として入
職。同院副院長を経て 2015 年に
退職。同年から沖縄へ移住し、南
部徳洲会病院産婦人科部長を務め
た。17年に帰山。現在も月に1度、
沖縄に通い、新しい命を取り上げ
続けている。

旧センター裏に建て替えられた新センター

あ
す
落
成
式
、二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

開
始
さ
れ
た
。

　
新
セ
ン
タ
ー
に
は
、

「
市
内
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
初
」
が
二
つ
あ
る
。
下

の
階
が
柱
だ
け
の
外
構
空

間
と
な
る
建
築
「
ピ
ロ
テ

ィ
様
式
」
の
採
用
と
、
雨

水
ろ
過
装
置
の
設
置
だ
。

　
落
成
記
念
式
典
は
、
あ

す
10
日
午
前
10
時
か
ら
。

式
典
後
に
は
、
10
時
半
か

ら
二
島
幼
稚
園
児
に
よ
る

歌
と
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー

ジ
、
10
時
45
分
か
ら
も

ち
・
菓
子
ま
き
が
実
施
さ

れ
る
。

　
約
40
年
前
の
１
９
７
９

年
３
月
に
建
設
さ
れ
た
旧

二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
。
老
朽
化
に
伴
い
、
２

０
１
７
年
11
月
か
ら
建
て

替
え
整
備
が
進
め
ら
れ
、

今
年
10
月
21
日
に
供
用
が

No.167

秋穂二島

　
２
年
前
か
ら
建
て
替
え
が
進
め
ら
れ
て
い
た
二
島

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
。
10
月
21
日
に
供
用
開
始
さ

れ
、
あ
す
10
日
に
落
成
記
念
式
典
が
開
か
れ
る
。



本
号
の
サ
ン
デ
ー
山
口
は
全
６
ペ
ー
ジ
で
す
。大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、別
刷
り
と
ペ
ー
ジ
番
号
順
に「
合
体
」さ
せ
た
上
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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前
節
、
琉
球
戦
は
１

－

２
の
惜
敗
。
前
半
２
分
と
い

う
早
い
時
間
に
失
点
し
、
前

半
37
分
に
２
試
合
連
続
ゴ
ー

ル
と
な
る
＃
４
高
井
選
手
の

得
点
で
追
い
つ
き
ま
し
た

が
、
後
半
45
＋
３
分
に
再
び

失
点
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
霜
田
監
督
は
「
ホ
ー
ム
戦

は
残
り
１
試
合
で
す
が
、
今

年
の
集
大
成
と
し
て
、
見
に

来
て
く
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
の

た
め
に
ち
ゃ
ん
と
戦
っ
て
勝

ち
点
３
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き

れ
ば
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
。
明
日
の
相
手
は
、
残
留

争
い
の
渦
中
に
い
る
現
在
19

位
の
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
。

レ
ノ
フ
ァ
は
一
つ
で
も
上
の

順
位
で
今
シ
ー
ズ
ン
を
終

え
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
繋
が
る

よ
う
全
力
で
戦
い
ま
す
! !

 １行記事　山口学芸大・芸短大（小郡みらい町）で５０回記念の芸大祭。きょうは山頭火鍋無料配布、あすは平野ノラや流れ星らによるお笑いステージなど、催し多数。

任
。
監
事
の
選
任
と
、
委
員

会
の
変
更
も
承
認
さ
れ
た
。

　
委
員
会
は
、「
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
委
員
会
」（
宮
川
和

也
委
員
長
）、「
中
心
市
街
地

エ
リ
ア
創
造
委
員
会
」（
川

口
雄
一
郎
委
員
長
）、「
新
山

口
エ
リ
ア
交
流
振
興
委
員

会
」（
臼
渕
厚
史
委
員
長
）

の
三
つ
が
設
置
さ
れ
た
。
新

議
員
は
、
こ
れ
ら
の
委
員
会

と
六
つ
あ
る
部
会
（
商
業
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
、
建
設
、
工

業
、
運
輸
交
通
、
理
財
）
に

そ
れ
ぞ
れ
所
属
し
、
山
口
市

の
経
済
活
性
化
に
取
り
組

む
。

　
新
役
員
は
次
の
通
り
（
順

不
同
、
敬
称
略
）。
任
期
は

２
０
２
２
年
10
月
ま
で
。

　［
会
頭
］
河
野
康
志

　［
副
会
頭
］
小
田
村
哲
▽

川
久
保
賢
隆
▽
石
田
光
一
郎

▽
河
村
利
夫

　［
専
務
理
事
］
大
田
正
之

　［
監
事
］
柏
木
吾
郎
▽
高

橋
克
行
▽
平
中
啓
文

　［
常
議
員
］
尼
田
剛
▽
入

交
知
則
▽
臼
渕
厚
史
▽
梅
林

義
彦
▽
江
﨑
克
彦
▽
大
隅
恵

一
▽
大
庭
典
夫
▽
大
原
敏
之

▽
岡
崎
悟
▽
岡
﨑
誠
次
▽
勝

間
田
博
▽
川
口
雄
一
郎
▽
久

保
紳
哉
▽
齋
藤
秀
雄
▽
佐
伯

誠
▽
作
間
悦
次
▽
佐
藤
孝
幸

▽
椎
木
健
一
▽
嶋
田
広
樹
▽

末
冨
喜
昭
▽
末
永
久
大
▽
関

口
文
規
▽
竹
原
雅
郎
▽
多
々

良
健
司
▽
田
原
文
栄
▽
田
村

浩
視
▽
中
村
卓
也
▽
久
冨
賢

治
▽
藤
井
公
▽
藤
井
正
史
▽

藤
村
誠
司
▽
藤
本
利
明
▽
藤

山
裕
之
▽
古
海
尚
文
▽
北
條

栄
作
▽
堀
茂
基
▽
松
田
範
和

▽
松
永
明
生
▽
水
永
忠
伸
▽

宮
川
和
也
▽
宗
像
常
明
▽
村

田
靖
▽
山
口
光
司
▽
山
下
剛

史
▽
葭
谷
光
哉
▽
開
作
真
人

会
頭
と
、
小
田
村
哲
、
川
久

保
賢
隆
、
石
田
光
一
郎
、
河

村
利
夫
の
４
副
会
頭
、
そ
し

て
大
田
正
之
専
務
理
事
が
選

任
。
そ
の
後
、
３
号
議
員

（
21
人
）、
２
号
議
員
（
49

人
）、
１
号
議
員
（
70
人
）

が
、
約
２
７
０
０
人
い
る
会

員
か
ら
選
出
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
の
日
の
総
会
で
は
、
１

４
０
人
の
新
議
員
の
中
か

ら
、
常
議
員
（
46
人
）
が
選

　
山
口
商

工
会
議
所

の
臨
時
議

員
総
会
が

１
日
に
あ

り
、
今
後

３
年
間
の

体
制
が
固

ま
っ
た
。

　
９
月
の

総
会
で
、

河
野
康
志

山口商工会議所が議員改選
今後３年間の体制固まる
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 １行記事　あす１０日午前１０時から、暮らしの中の「困った」問題に、法律関連士業資格者が協力しつつ答えてくれる無料相談会。会場は県弁護士会館（黄金町２）。

サンデー山口

絵はがき山口税務署長賞 三好修太郎さん

絵はがき山口市教育委員会教育長賞 吉永明日香さん

絵はがき山口県税事務所所長賞 村岡伊織さん

■
中
学
生
の
税
の
標

語・作
文・習
字
表
彰

■「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰

市
内
小
学
生
を
対
象
に
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
」
を
毎

年
募
集
。
10
月
16
日
の
審
査

会
で
優
秀
作
品
12
作
品
が
選

ば
れ
た
。
標
語
、
作
文
、
習

字
も
合
わ
せ

て
、
表
彰
式

は
11
月
17
日

（
日
）
午
前
10

時
半
か
ら
Ｎ

ａ
ｃ
（
中
市

３
）
で
開
催

さ
れ
る
。
本

年
度
の
入
賞

者
は
次
の
通

り
。（

敬

称

略
）

【
最
優
秀

賞
】
長
尾
優

希
（
白
石
）

　
公
益
社
団
法
人
山
口
法
人

会
は
、
山
口
税
務
署
管
内
の

小
中
学
生
の
考
え
る
税

絵
は
が
き
、標
語
、作
文
、習
字 

表
彰
者

賞
】
三
好
修
太
郎
（
阿
知

須
）

【
山
口
県
税
事
務
所
所
長

賞
】
村
岡
伊
織
（
大
殿
）

【
山
口
市
教
育
委
員
会
教
育

長
賞
】
吉
永
明
日
香
（
小
郡

南
）

【
山
口
租
税
教
育
推
進
協
議

会
会
長
賞
】
先
本
真
央
（
宮

野
）

【
山
口
法
人
会
会
長
賞
】
中

野
圭
太
（
さ
く
ら
）

【
山
口
国
税
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞
】
藤
野
寛
也

（
大
殿
）

【
山
口
青
色
申
告
会
会
長

賞
】
杉
山
み
の
り
（
小
郡
）

【
山
口
間
税
会
会
長
賞
】
中

嶋
伶
（
湯
田
）

【
中
国
税
理
士
会
山
口
支
部

支
部
長
賞
】
竹
中
彩
乃
（
大

絵はがき最優秀賞 長尾優希さん

　
全
国
・
中
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
、
及
び
山
口
国
税

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
は
、

毎
年
「
中
学
生
の
税
の
作

文
・
習
字
」
を
募
集
し
て
い

る
。
本
年
度
か
ら
新
た
に
山

口
間
税
会
が
「
中
学
生
の
税

に
関
す
る
標
語
」
を
募
集
し

た
。
本
年
度
の
入
賞
者
は
次

の
通
り
。
　
　
　（
敬
称
略
）

＝
標
語
の
部
＝

【
山
口
間
税
会
会
長
賞
】
齋

藤
晴
（
阿
東
東
）

【
山
口
税
務
署
長
賞
】
吉
田

七
海
（
阿
東
東
）

＝
作
文
の
部
＝

【
中
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
会
長
賞
】
桑
原
諒
（
鴻

南
）

【
山
口
税
務
署
長
賞
】
上
田

周
聖
（
山
大
附
属
）
▽
手
代

木
鈴
花
（
徳
地
）

【
山
口
国
税
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞
】
時
藤
舜
太

（
白
石
）

【
山
口
商
工
会
議
所
会
頭

賞
】
伊
藤
寿
弥
（
山
大
附

属
）

【
山
口
法
人
会
会
長
賞
】
山

口
翔
大
（
徳
地
）

【
山
口
青
色
申
告
会
会
長

賞
】
藤
井
勇
冴
（
白
石
）

【
中
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
会
長
賞
】
中
尾
博
人
（
大

内
）

【
山
口
県
知
事
賞
】
久
保
真

凜
（
湯
田
）

【
山
口
県
租
税
教
育
推
進
連

絡
協
議
会
代
表
幹
事
賞
】
夏

目
晃
裕
（
湯
田
）

【
山
口
税
務
署
長
賞
】
桂
千

遥
（
大
内
）

【
山
口
国
税
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞
】
松
井
琉
惺

（
山
大
附
属
）

【
山
口
商
工
会
議
所
会
頭

賞
】
土
島
空
（
山
大
附
属
）

絵はがき山口法人会会長賞
中野圭太さん

　
国
税
庁
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
、
国
民
に
向
け
て
税
の
意
義
・
役
割
や
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
く
ら
し
を
支
え
る

税
」。
生
活
と
税
と
の
か
か
わ
り
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
各
層
の
納

税
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
期
間
に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
特
設
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
最
新
デ
ー
タ
や
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
の
解
説
、
徴
収
業
務
を
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
紹
介
す
る
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
案
内
さ
れ
て
い
る
。

税を考える週間11
～
17
日

【
山
口
税
務
署
長

【
山
口
法
人
会
会
長
賞
】

渡
辺
真
理
（
川
西
）

【
山
口
青
色
申
告
会
会
長

賞
】
岩
城
綾
子
（
川
西
）

【
山
口
間
税
会
会
長
賞
】

池
田
宗
太
郎
（
鴻
南
）

【
山
口
租
税
教
育
推
進
協

議
会
会
長
賞
】
松
村
美
月

（
大
内
）

【
中
国
税
理
士
会
山
口
支

部
支
部
長
賞
】
末
廣
奈
菜

（
小
郡
）

【
萩
山
口
信
用
金
庫
理
事

長
賞
】
内
田
朱
香
（
野
田

学
園
）

【
山
口
間
税
会
会

長
賞
】
松
村
一
花

（
川
西
）

【
山
口
租
税
教
育

推
進
協
議
会
会
長

賞
】
岡
村
和
道

（
山
大
附
属
）

【
中
国
税
理
士
会

山
口
支
部
支
部
長

賞
】
本
永
麻
樹

（
大
内
）

＝
習
字
の
部
＝

内
南
）

【
山
口
法

人
会
青
年

部
会
会
長

賞
】
松
永

直
人
（
小

鯖
）

【
山
口
法

人
会
女
性

部
会
会
長

賞
】
福
本

彩
乃
（
大

殿
）



2019年（令和元年）１ １月９日㈯　４サンデー山口

 １行記事　企業向け「仕事と育児／介護の両立支援セミナー」が、１３日午後１時半から新山口ターミナルホテルで無料開催。申し込み・問い合わせ先は山口商工会議所。

本
号
の
サ
ン
デ
ー
山
口
は
全
６
ペ
ー
ジ
で
す
。大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、別
刷
り
と
ペ
ー
ジ
番
号
順
に「
合
体
」さ
せ
た
上
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

山口市・宇部市・萩市・防府市・美祢市・山陽
小野田市・津和野町の７市町を指す「山口
ゆめ回廊」。２０２１年には博覧会開催も予
定されている圏域の、自然、歴史、文化、
催しなど、さまざまな魅力をお伝えします。



サンデー山口５　2019年（令和元年）１ １月９日㈯

 １行記事　労働相談から学ぶ「労働法基本講座」が、２４日午後２時から県セミナーパークで。申し込みは、１５日までに県労働協会（☎０８３－９３３－３２２０）へ。



2019年（令和元年）１ １月９日㈯　６サンデー山口

で「
若
者
の
就
労
支
援
」

　「
ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
厚
生
労

働
省
、
山
口
県
委
託
事
業
）

で
は
、
毎
月
定
期
的
に
「
適

職
診
断
」（
無
料
・
要
予

約
）
を
実
施
し
て
い
る
。
近

日
で
は
、
14
日（
木
）
と
28
日

（
木
）
の
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口

（
神
田
町
１

－

75
）
で
開
催

さ
れ
、
経
験
豊
富
な
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

親
身
な
解
説
を
受
け
ら
れ

る
。「
ど
ん
な
仕
事
に
興
味

が
あ
る
の
か
」「
ど
ん
な
仕

事
が
向
い
て
い
る
の
か
」
な

ど
、
自
分
の
適
職
を
知
る
こ

と
で
、
自
己
分
析
も
深
ま
り

就
職
活
動
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
。
39
歳
以
下

の
就
職
活
動
中
の
人
な
ら
誰

で
も
利
用
可
能
。

　
ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
適
職
診

断
以
外
に
も
、
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
個
別
職
業

相
談
）、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、

職
場
実
習
・
見
学
な
ど
の
就

労
支
援
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、「
就
職
し
た
い
の
に
自

信
が
な
い
」「
働
い
た
経
験

が
な
い
か
ら
不
安
」「
退
職

後
の
転
職
先
が
決
ま
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
仕
事
に
関
す

る
悩
み
を
持
つ
人
な
ど
に
対

し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。

　
問
い
合
わ
せ
や
適
職
診
断

以
外
の
支
援
を
受
け
る
場
合

は
同
所
（
防
府
市
栄
町
１

－

１

－

17
、
午
前
９
時
半
〜
午

後
５
時
半
、
☎
０
８
３
５

－

２
８

－

３
８
０
８
、hofu@

h-saposute.org

）
へ
。
日
・

月
・
祝
日
は
休
館
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口

11月14日・28日
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。


